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春
季
大
祭 
挨
拶 

令
和
四
年
春
の
大
祭
に
本
部
よ

り
愛
善
み
づ
ほ
会
理
事
の
西
島 

里
司
様
、
東
海
教
区
三
重
主
会
長

の
日
野
澄
利
様
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
皆
様
と
共
に
大
本
名
古
屋
分

苑
春
季
大
祭
な
ら
び
祖
霊
合
同
慰

霊
祭
を
盛
大
に
執
り
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終

息
祈
願
も
皆
様
の
熱
心
な
祈
願
の

お
陰
で
大
難
を
小
難
に
小
難
を
無

難
に
と
、
日
々
ご
守
護
を
頂
い
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
コ
ロ
ナ
が
沈
静
化
し
収
束
す
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
が
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
日
々
大
勢
の
犠
牲
者
が
で
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
大
変
胸
が
痛

く
、
大
変
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

感
謝
祈
願
詞
に
「
人
慾
の
為
に

争
ふ
こ
と
を
恥
ら
ひ
天
地
の
間
に

生
と
し
生
き
る
万
物
を
損
な
ひ
破

る
こ
と
な
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、

利
己
主
義
・
弱
肉
強
食
の
精
神
と

行
い
は
強
く
戒
め
ら
れ
て
お
り
、

や
は
り
「
人
々
を
悪
ま
ず
」
「
あ

ま
ね
く
世
の
人
と
親
し
み
交
こ
り
」

の
精
神
・
神
心
が
大
切
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期

終
息
祈
願
と
と
も
に
、
世
界
の
平

和
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が
一
時

も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
引
き
続

き
お
祈
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ

う
。 四

月
か
ら
は
、
行
事
予
定
表
に

あ
る
海
津
市
の
植
林
地
の
献
労
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
来
週
の
二
十

三
日
・
二
十
四
日
と
一
泊
二
日
で

梅
松
苑
の
献
労
が
あ
り
ま
す
。 

後
程
、
誠
心
会
長
よ
り
再
度
お

話
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
み
ろ

く
大
祭
時
と
開
祖
大
祭
時
に
本
宮

山
参
拝
が
出
来
ま
す
。
そ
の
た
め

参
道
整
備
と
金
龍
海
周
辺
の
整
備

も
検
討
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

五
月
の
聖
地
は
教
主
生
誕
祭
・

み
ろ
く
大
祭
・
祖
霊
大
祭
・
万
霊

大
祭
と
祭
典
が
あ
り
ま
す
、
参
拝

出
来
な
い
方
は
玉
串
参
拝
が
出
来

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

五
月
十
五
日
の
月
次
祭
後
に
機

関
長
会
議
を
行
い
ま
す
。
議
題
は

各
家
庭
で
祖
霊
様
を
お
祀
り
し
て

お
ら
れ
る
斎
主
の
方
が
お
亡
く
な

り
そ
の
後
の
祭
祀
の
実
態
と
一
人

世
帯
の
状
況
の
確
認
説
明
等
で
す
。 

令
和
五
年
度
の
人
型
・
型
代
等

の
申
し
込
み
枚
数
の
本
部
へ
提
出

の
期
限
が
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
申

込
枚
数
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
後
、
愛
善
み
づ
ほ
会
理
事

の
西
島
様
よ
り 

お
土 

生
き

物 
”
命
の
源
”
と
題
し
て
講
演

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
ド
ー
モ
よ
り
多
目
的
ホ
ー

ル
で
出
張
販
売
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
日
は
十
三
時
よ
り
十
六
時
ま

で
全
国
主
会
長
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
三
河
本
苑

加
藤
様
・
岐
阜
主
会
溝
口
様
・
長

野
主
会
池
田
様
・
三
重
主
会
日
野

様
・
私
と
で
名
古
屋
分
苑
に
て
五

名
の
方
で
参
加
を
い
た
し
ま
す
。 

時
間
が
あ
る
方
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。 

本
日
の
春
季
大
祭
と
祖
霊
合
同

慰
霊
祭
に
ご
参
拝
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

四
月
二
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
八
名 

 

斎
主 

 

五
十
川 

松
子 

祭
員 

 

畠
山 

 

茂 

進
行 

 

青
山 

 

将
士 

祭
典
終
了
後
、
妹
尾
特
任
宣
伝

使
に
よ
る
講
話
「
腸
内
環
境
と
地

球
環
境
」
を
受
講
し
た
。 

●
春
季
大
祭 

春
季
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

四
月
十
七
日
（
日
）
に
中
村
幸

夫
執
行
委
員
長
、
菱
川
義
英
・
五

十
川
松
子
副
執
行
委
員
長
、
大
神

様
斎
主
・
高
嶋
善
雄
分
苑
長
、
慰

霊
祭
斎
主
・
森
満
政
様
の
下
、
愛

善
み
づ
ほ
会
理
事
の
西
島 

里
司

様
を
お
迎
え
し
て
厳
粛
に
執
行
さ

れ
、
祭
典
後
に
は
八
雲
琴
「
神
の

都
」
が
奉
納
さ
れ
た
。 

引
き
続
き
、
西
島
先
生
に
よ
る

記
念
講
話
「
お
土 

生
き
物
の
命

の
源
」
を
受
講
し
た
。 

な
お
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
直
会
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

い
た
。
参
拝
者 

五
十
五
名 

（
大
祭
関
係
者
含
む
） 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

す
み
と
し 

ぐ
ん
じ
し
ん
こ
う 

み
や
び
の
こ
と
ば 

わ
た
く
し 

は
じ 

あ
め
つ
ち 

も
の 

そ
こ 

や
ぶ 

せ
い
し
ん 

い
っ
と
き 

あ
ら
そ わ

れ
よ
し 

つ
よ
い
も
の
が
ち 

い
ま
し 

に
く 

ま
じ 

し
ん
し
ん 

う
ち 

し
た 



令和 4年 5月号 

 
☆
前
日
は
十
時
か
ら
直
心
会
・
準

備
委
員
に
よ
り
、
分
苑
内
の
清

掃
・
祭
典
準
備
が
行
わ
れ
た
。 

●
海
津
市
松
植
樹
地
草
引
き
献
労 

 

四
月
三
日
（
日
）
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
１
０
人
（
半
田
支
部
、
明
北
支

部
、
分
直
、
神
ノ
倉
分
所
）
、
応

援
者
３
人
（
高
嶋
分
苑
長
、
妹
尾

さ
ん
、
日
比
さ
ん
）
の
合
計
１
３

人
で
、
海
津
市
の
松
植
樹
地
の
草

引
き
献
労
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
よ
り
雨
の
心
配
が
あ
り
、
予

定
通
り
実
施
す
べ
き
か
大
変
迷
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の

方
よ
り
「
や
ろ
う
」
と
声
を

か
け
て
下
さ
り
、
予
定
通
り

実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
天
気
予
報
で
は
、
降

水
確
率
は
４
０
％
か
ら
７

０
％
と
あ
り
、
大
神
様
に

「
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
、

作
業
が
安
全
に
完
了
い
た
し

ま
す
よ
う
に
ご
守
護
下
さ
い
」

と
お
祈
り
し
て
出
か
け
ま
し

た
。 現

地
に
九
時
半
に
集
合
。

十
一
時
４
０
分
ま
で
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
時

間
を
惜
し
ん
で
草
の
根
の
除

去
を
行
い
ま
し
た
。
結
局
雨
は
全

く
降
ら
ず
、
作
業
が
終
了
し
て
３

０
分
後
に
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、

皆
様
の
真
剣
な
ご
奉
仕
に
よ
り
、

予
定
し
た
草
引
き
も
計
画
通
り
終

了
で
き
、
達
成
感
の
あ
る
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
帰
宅
し

て
早
速
、
大
神
様
に
御
礼
の
お
礼

拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
ご
奉
仕
と
、
大
神

様
の
お
陰
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

山
田 

謙
三 

報
告 

●
綾
部
献
労
奉
仕 

名
古
屋
分
苑
誠
心
会
は
四
月
二

十
三
日
（
土
）
二
十
四
日
（
日
）

と
綾
部
梅
松
苑
の
献
労
を
行
い
ま

し
た
。 

今
迄
は
老
松
殿
南
側
急
斜
面
の

草
苅
が
主
な
作
業
で
し
た
が
、
今

回
は
百
三
十
年
記
念
の
年
で
も
あ

り
、
来
る
五
月
四
日
・
五
日
の
本

宮
山
へ
の
特
別
参
拝
が
許
さ
れ
る

の
に
合
わ
せ
て
、
二
十
三
日
（
土
）

は
老
松
殿
南
側
鶴
の
間
入
口
付
近

の
草
苅
と
本
宮
山
入
口
付
近
の
雑

木
の
片
付
、
参
道
の
整
備
を
二
組

に
分
か
れ
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

翌
二
十
四
日
（
日
）
は
金
龍
海
周

辺
の
大
八
洲
・
沓
島
・
冠
島
・
大

本
塩
釜
の
島
に
、
小
鹿
さ
ん
の
船

頭
に
て
舟
で
各
自
が
島
に
渡
り
、

お
社
の
清
掃
と
島
の
雑
草
の
除
去

を
行
い
ま
し
た
。 

此
度
の
献
労
は
暑
く
も
な
く
寒

く
も
な
く
雨
も
最
後
に
パ
ラ
パ
ラ

と
降
っ
た
く
ら
い
で
大
変
作
業
が

し
易
か
っ
た
し
充
実
感
も
あ
り
ま

し
た
。 

今
回
の
献
労
者
は
石
原
松
生
・

堀 

宜
雄
・
妹
尾
正
治
・
小
鹿
正

光
・
小
林
清
人
・
鈴
木
克
彦
・
日

比
達
朗
・
畠
山 

茂
・
高
嶋
善
雄

の
九
名
で
し
た
。
次
回
は
十
月
下

旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

畠
山 

茂 

報
告 

行
事
予
定 

五
月
十
五
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

六
月
四
日
（
土
） 

 

月
始
祭
・
企
業
繁
栄
祈
願
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 


